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≪博士論文要旨および審査報告≫
柳生剛志 タケミカヅチの誕生
――学位請求論文――
 論文要旨 柳生剛志
はじめに
タケミカヅチは『古事記』『日本書紀』などに現れる神で，建御雷之男神・武
甕槌神などの複数の表記がなされている。
父はカグツチ・イツノヲハバリ・ヒノハヤヒ・イヒカタスミの４神がいて非常
に複雑であるが，今までの研究では全く顧みられていない。タケミカヅチは活躍
する場面が少ないにも拘らず，何故このように複数の父を持っているのか。それ
が大きな問題である。この視点から新たに考察することによって，新生のタケミ
カヅチ論を展開したいと思う。
第１章 タケミカヅチという神
タケミカヅチは『古事記』では建御雷神の「雷」が多用され，『日本書紀』で
は武甕槌神の「甕」が多用されている。この漢字表記の研究から雷神・剣神・甕
神とされているが，「雷」・「甕」などの漢字表記の研究は到達点に達していると
考えられる。しかし，タケミカヅチの系譜を見るとかなりの異なりがあり，問題
点を含んでいる。この複雑な系譜から，新たに４神の父，カグツチ・イツノヲハ
バリ・ヒノハヤヒ・イヒカタスミを考察することにより，タケミカヅチの全貌を
明らかにしていきたい。
第２章 カグツチの子タケミカヅチ
カグツチは火の神であるが，ツチ（土）には神聖な土の神格の意があり土の神
とも考えられ，子のタケミカヅチも土の神である。土のチは霊魂・霊威，地面，
血とする考えがある。古代の思想では血と火が同一視されていたから，タケミカ
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ヅチは火と土（チ）の神カグツチの血の化成がタケミカヅチであり，カグツチが
父になっている。
大和の支配を志す者はまず香具山の土で作った祭把土器を用いるとされ，神武
天皇は国見のとき香具山の土で天平瓮や甕を作り祭祀を行って，無事国見を終え
ている。この祭祀を行った神社は式内社畝尾坐健土安神社で，祭神は健土安比売
神・武甕槌命である。土には霊威があり，カグツチの神聖な土の神格はタケミカ
ヅチ（武甕槌）の「甕」に受け継がれており，甕の神の性格を受け継ぐ神である。
第３章 イツノヲハバリの子タケミカヅチ
イツノヲハバリは『古事記』では神の名でもあり剣の名でもあるが，『日本書
紀』では神の名としてのみである。しかし，多くの資料を集め分析してみると，
『日本書紀』のイツノヲハバリにも剣の要素は窺われる。イツノヲハバリは砦や
剣を作る先進的技術を持つ神と考えられ，子のタケミカヅチは神武東征のとき，
熊野で身代りの剣を投げ下ろすという剣のエピソードをもつ神である。従って，
父と子の繋がりは剣としての要素を拭い去ることはできない。タケミカヅチは剣
の神である。
第４章 ヒノハヤヒの子タケミカヅチ
『日本書紀』第九段本文に，イツノヲハシリからタケミカヅチ（イツノヲハシ
リ――ミカハヤヒ――ヒノハヤヒ――タケミカヅチ）の関係が記されていて，ヒ
ノハヤヒ（ 速日）はタケミカヅチの父である。ヒノハヤヒは火神・太陽神・雷
神・剣神の四属性を持っている。子のタケミカヅチはこの四つの要素を受け継い
でいると考えられる。
第５章 イヒカタスミの子タケミカヅチ
イヒカタスミ（クシミカタ――イヒカタスミ――タケミカヅチ）のカタは父の
クシミカタのカタを受けており，クシミカタ及びその子イヒカタスミの「カ」に
重点を置いて，ヒラカ（平瓮）・ユカ（斎瓮）・ミカ（御瓮）の「カ」，即ち土器
とする説がある。イヒカタスミの名は埴土をねやしたりヤキモノの型或いは型と
関係のある語で，土器製造による意を含んでおり，陶や甕などの須恵器に関する
内容をもっている。その子タケミカヅチも同じ要素がある。
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イヒカタスミの子タケミカヅチは『崇神記』においては陶の神と考えられる。
その理由は４点ある。
第１に河内平野から韓式土器が発掘され，渡来人（朝鮮半島）の住んでいたこ
とが窺われる。この土器は須恵器の源流となっていて，先祖のスヱツミミはその
スエ集団の首長である。
第２に初めて文献資料として『新撰姓氏録』の諸蕃に畿内居住渡来系氏族名が
記載されている。畿内では氏族総数の３割に達し，その中でも河内国に一番多く
住んでいる。
第３に陶器（すえき）に関わる陶津耳命を先祖とする建甕槌命は「甕」の表記
を持ち土に関係があり，子のオホタタネコは陶荒田神社に陶器の神として祀られ
ていることからも陶の神である。
スヱツミミは在地の支配的豪族を指す尊称・美称であり，男子の尊称でもある。
霊や神の尊称の意もあり，陶邑の神霊となっている。子孫であるイヒカタスミと，
その子であるタケミカヅチはスヱツミミの持つ要素を受け継いでいると思われる。
第４に『崇神記』の系譜である。タケミカヅチの先祖であるスヱツミミは朝鮮
半島より渡来した陶工達と河内国に住み，その地の統率者的存在であり，須恵器
生産地の最古の豪族でもある。その子孫がタケミカヅチであり，同じ要素を受け
継ぎ陶の神である。
第６章 新生タケミカヅチの誕生
４神の父を持つタケミカヅチは雷・剣・火・太陽の神・甕の要素を持つ五種類
のタケミカヅチが考えられる。結局は複数のタケミカヅチが考えられ，いつか統
合されて一神になったのであろうと考えられる。
「雷」か「甕」ではなく，「雷」と「甕」の両方の要素を持つタケミカヅチが最
終的には出現している。このように雷（剣）の神と甕の神が合体したのには鹿島
神宮の所在が大きな意味を持っている。甕との関わりが考えられる鹿島神宮はま
た戦いの神であり，タケミカヅチが祀られている。そこには藤原氏の氏神である
から，この二つの神の合体という陰には藤原氏の力が大きく働いていると考えら
れ，新生タケミカヅチの誕生である。
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おわりに
タケミカヅチは登場する場面が少ないにも拘らず非常に複雑な親を持っている。
タケミカヅチは父カグツチの火と土の要素を持つタケミカヅチ，イツノヲハバリ
の剣の要素を持つタケミカヅチ，ヒノハヤヒの太陽・雷の要素を持つタケミカヅ
チ，イヒカタスミの陶や甕の要素を持つタケミカヅチがいて，結局，藤原氏の力
によって併合されて，一神タケミカヅチが誕生したと考えられる。
 審査報告
（主査） 専修大学文学部 教 授 西條 勉
（副査） 専修大学文学部 教 授 小山 利彦
（副査） 早稲田大学教育学部 教 授 松本 直樹
（１）はじめに
審査委員会は，柳生剛志より提出された論文「タケミカヅチの誕生」について，
問題設定の独自性，先行研究の詳細な検討状況，論文構成の適切さ，研究の現状
に対する認識などについて，総合的に検討した。また，平成２２年１１月６日の口頭
試問において，上記の諸点を質問した。その結果，上記諸問題に対する説明能力
にも優れていることが判明し，学位取得者に相応しいことが分かつた。よって，
委員会は柳生剛志を学位取得者として適切で，あると判断する。
論文の内容を概観すると，標題にあるように，本論文は日本神話の重要な登場
神であるタケミカヅチを扱ったもので，目次は次のようになっている。
はじめに
第１章 タケミカヅチという神
１ タケミカヅチに関連している本文
２ 古事記における誕生
３ 神名漢字表記
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４ まとめ
第２章 カグツチの子タケミカヅチ
１ カグツチの漢字表記
２ カグツチの漢字表記と陰陽五行説
３ タケミカヅチ誕生と剣作り
４ まとめ
第３章 イツノヲハバリの子タケミカヅチ
１ イツノヲハバリとタケミカヅチの関係
２ 剣名としてのイツノヲハバリ
３ 天岩屋（天石窟）に住むイツノヲハバリ
４ まとめ
第４章 ヒノハヤヒの子タケミカヅチ
１ ヒノハヤヒとその子タケミカヅチ
２ ヒノハヤヒとミカハヤヒ
３ ヒノハヤヒ（ 速日）の名
４ まとめ
第５章 イヒカタスミの子タケミカヅチ
１ イヒカタスミとタケミカヅチの関係
２ イヒカタスミの系譜に連なる祖先の神々
３ タケミカヅチ同神・別神説
４ 『崇神記』のタケミカヅチが陶の神と考えられる理由
５ タケミカヅチと河内国
６ まとめ
第６章 新生タケミカヅチの誕生
１ 剣（雷）から甕への歴史的背景
２ 香島（鹿島）の神とタケミカヅチ
３ タケミカヅチと『記・紀』編纂
４ まとめ
（２）全体の概要と研究史的な意義
タケミカヅチは『古事記』『日本書紀』などに記載される神で，「建御雷之男神」
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「武甕槌神」などの複数の表記がなされている。『古事記』によれば，タケミカヅ
チはイザナミが火の神カグツチを生み，他界したために，怒ったイザナキがカグ
ツチを殺害して，その血がしたたって化生したという壮絶な伝承をもっている。
記紀の天孫降臨神話で語られる大和王権成立過程において，タケミカヅチは出雲
国の征服に重責を果たした。また，神武東征説話においても，タケミカヅチは，
神武の熊野山中彷徨という危機を乗り越える役割を担わされた神である。
タケミカヅチは，本居宣長以来多くの研究者がアプローチしており，「雷」「剣」
の神などといわれていた。しかし，それに対してタケミカヅチ（武甕槌神）の「甕」
の文字に注目した吉井厳は，タケミカヅチを「甕」の神としていた。
柳生剛志は，タケミカヅチの「雷」「甕」などの漢字表記の研究を踏襲し，宣
長以来の論争点を吸収し，解明済みとして軽視されてきたかに見えるこの問題に
チャレンジする。柳生によれば，タケミカヅチ関係の諸資料を調べてみると，タ
ケミカヅチの父は資料でかなり異なっている。父はカグツチだけでなく，イツノ
ヲハバリ，ヒノハヤヒ，イヒカタスミなどもいて非常に複雑である。
ところが，これらの系譜は，これまではあまり顧みられてこなかった。本研究
では，系譜に目を向けて，それらに語義的な考察を加えることで新生タケミカヅ
チ像の提出を試みている。古事記の文献的な検討と先行研究の精緻な再検討が，
この論文の取り柄である。
（３）章ごとの要旨
各章ごとに内容を要約すると，第１章の「タケミカヅチという神」では，タケ
ミカヅチの登場箇所を，『古事記』『日本書紀』はもとより『古語拾遺』『先代旧
辞本義』『釈日本紀』などに当たり，表記を調べあげた。「建御之男神」「建御雷
神」「武甕槌神」「健甕槌神」「武雷神」などの表記を確認。関連資料を博捜して
いる。
とりわけ本研究の糸口である『古事記』の記載についての調査に詳しく，「火
神被殺条」でイザナキがカグツチを斬った時の神話が細かく検討されている。問
題点自体は過去にも指摘があり，柳生の努力はオリジナルなものではないが，新
説を提示する上では，必要な手続きである。
なお，タケミカヅチに関しては，『古事記』における火神被殺の段（イザナキ
がカグツチを斬った剣についた血から化生した神々）に独特な考察がみられる。
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国譲りで，タケミカヅチの神を派遣するときのイツノヲハバリとタケミカヅチの
関係，崇神の神々の祭祀条，等々に記述がある。
記紀その他の資料によれば，タケミカヅチは「雷」「剣」「甕」の神として存在
している。しかし，本居宣長以来「雷」「剣」が定説になっており，「甕」説は，
吉井巌の考察以外に一部に紹介されているものの，精確な吟味を免れていた。
第２章「カグツチの子タケミカヅチ」では，この神が火の神として誕生し，母
イザナミを死に追いやっていることを巡って考察する。多くの研究者はカグツチ
に霊威や神聖さの性格があり火の神・土の神であるとし，子のタケミカヅチは，
それらを引き継いでいると考えている。
古事記伝以来の説を調べると共に，西宮説など，最近のものにも目を通し，ま
んべんなく諸説をひもとき，タケミカヅチ＝剣・雷神とされている研究上の論点
をよくまとめている。とにかく，諸説への目配せが豊かで，文字表記への注目度
が高い。
文献学的な研究であり，神話学的なアプローチの必要性も感じられるが，柳生
は，もっぱら伝統的なスタイルを守っている。その一貫性が，タケミカヅチの全
体像の理解にもうまく役だっている。
第３章「イツノヲハバリの子タケミカヅチ」では，記紀の天孫降臨条に伝えら
れる系図を検討する。『古事記』によると，ミカハヤヒ・ヒノハヤヒの次にタケ
ミカヅチがあらわれる。イツノヲハバリというのは，勢いが激しく勇猛で，神聖
・尊厳などの性格があり，剣神であるとともに，水神，雷神でもある。柳生によ
れば，子供のタケミカヅチも，これらの要素をもっているという。
本研究では，神の名義から，その性格が類推されている。また，記紀でタケミ
カヅチはアメノホヒとアメノワカヒコにつづいて活躍し，剣神・雷神の面から神
話が細かく読み解かれている。これは，従来の視点とには，ちがったところから
神話を分析した論として，とても興味深い。
第４章「ヒノハヤヒのタケミカヅチ」。ヒノハヤヒは『古事記』では兄弟，『日
本書紀』では父になっている。伝承に違いが見られるが，ヒノハヤヒは，イツノ
ヲハバリの雷神，剣神の要素をもち，また太陽神でもある。タケミカヅチは，こ
れらの性格を受け継いでいると考えられる。
これが柳生の見解で，系譜論から推測できる結論であるが，例によって，考証
が極めて博捜的で入念であり，文献学的な素養が豊かである。
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第５章「イヒカタスミの子タケミカヅチ」は，タケミカヅチの父とされるイヒ
カタスミに関する考察。イヒカタスミは父のクシミカタを受けた名で，クシミカ
夕，イヒカタスミの「カ」に重点が置かれている。「カ」はヒラカ（平瓶），ユカ
（斎瓶），ミカ（御瓶）の「カ」，即ち土器であるとしている。カタは焼き物の型
と関係があり，土器製造法に因んだ名としている。子のタケミカヅチは「建甕槌」
と「甕」の字を含むことから，父と同じ要素と考えられるとみている。
先行諸説の博捜と文献学的な語義分析に優れ，説得的である。ミカ＝「甕」説
は，一見，奇異な説にみえるが語義的ならびに，文化系統論・神話論的にみて，
それなりに意味のある考え方であることが分かる。
第６章「新生タケミカヅチの誕生」では，二系列で捉えてきたタケミカヅチの
本性に迫る。カグツチ，イツノヲハバリ，ヒノハヤヒの系譜で見ると，タケミカ
ヅチは父たちのイメージである剣神・雷神のイメージが強い。これらの子に位置
づけられているタケミカヅチは，それを継承している可能性がある。
しかし，イヒカタスミの系統は陶器の流れである。タケミカヅチは，父の属性
を受け継いで，剣・雷神とともに，陶器の流れがあることを，語義と文献批判の
方法で模索しつつ，結論を文化系統論にもっていこうとする意欲的な考察になっ
ている。最後にはタケミカヅチを祭祀する鹿島神宮に目を向けた。柳生によれば，
鹿島神宮には「甕」の信仰があるという。タケミカヅチは半分が剣神で，もう半
分は「甕」の神という。鹿島神宮の祭神で二つを合体させるという特異な祭祀形
態を持つ。そこに藤原氏の思惑が入り，タケミカヅチは一柱であるが，いろんな
意味をもちうる神格として生まれ変わったという。
従来，疎かにされてきた一説に光を灯すことで，その説のもっている可能性を
引き出した力作と判断できる。
（４）今後の課題
語義を文字表記から推し量るというのが，本論文の一貫した態度である。この
ような研究方法は今日あまり主流ではない。その理由は，記紀とくに古事記では
文字表記が当て字的であるからである。表記された意味あいを，そのまま受け取
ることがゆるされない場合があるわけである。
そういうあやうさを含んでいるため，柳生の方法は古事記の他の方面に無条件
に当てはまらないが，語義的な研究が無意味なわけでもない。
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また，系譜的な研究も最近，注目されている分野である。今後は文化系統の問
題を視野におさめて，さらにグローバルな角度からタケミカヅチの本性に迫るべ
きである。本論文は，その先駆けとして十分に評価できる。
 学位授与要記
一 氏 名 ・ 本 籍 柳生 剛志（日本）
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